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聖

成
富

思
汗

の

家
譜

今
蒙
古
文
の
"
B
o

kda
e
;n
g
g
is
h
agan
u
C
ad
ik"
を
課
す

に
雷
っ
て
'

二
百
本
書
解
詮
を
述
べ
て
崖
か
う
.

本
書
は

一
名

｢
成
育
思
汗
侍
｣
と
云
ふ
｡
然
し
文
字
通
-
課

せ
ば
'
｢
聖
成
青
息
汗
の
豪
語
｣
と
馬
す
べ
き
で
あ
ら
う
｡
そ
の

内
容
が
成
晋
思
汗

1
個
の
侍
で
な
-

て'
北
元
の
諸
汗
の
世
系

ま
で
赦
し
て
あ
る
事
よ
-
し
て
も
'
豪
語
と
云
ふ
方
が
安
雷
で

あ
る
｡
夜
本
書
が
何
時
何
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
か
に
就
い

て
は
知
る
所
が
無
い
o
只
豪
文
書
配
の
刊
本
に
よ
っ
て
'
そ
の

存
在
を
知
る
に
過
ぎ
な
い
0
本
刊
本
は
全
九
十
六
葉
で
'
そ
の

前
部
三
分
の
二
は

al
tan
tob
cYi
に
採
っ
た
も
の
ら
し
-
'
第

六
十
二
菓
裏
に

蒙
盲
諸
汗
の
根
源
綱
要
を
記
せ
る

A
ltan
tob:MJi
と
名
附

-
る
史
終
れ
-
.

と
あ
る
｡
後
の
三
分
の
】
は
成
育
思
汗
に
紺
す
る
別
個
の
記
録

山

本

守

辞

1
所
謂
｢
時
制
絡
本
家
古
瀬
流
｣
は
'
そ
の
7
部
を
収
録
し
て
､

こ
れ
に

｢
成
育
思
汗
行
軍
紀
｣
な
る
見
出
を
附
し
て
居
る
I
を

牧
む
｡
こ
の
事
は
轟
に
私
が
噂
剰
柚
木
蒙
古
潜
流
の
事
を
述
べ

た
際

(史
林
二
十
巻
三
耽
)
に
三
日
し
て
置
い
た
所
で
あ
る
｡

こ
の
二
文
献
中
'
後
者
に
関
し
て
私
は
そ
の
性
質
を
明
に
し

得
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
が
'
前
者
で
あ
る

Altantotkviは

①

西
暦

〓
ハ
〇
四
年
に
作
ら
れ
た
も
の
ら
し
-
豪
盲
源
流
或
は
噂

嚇
紬
本
蒙
古
漁
流
I
と
の
両
者
は
単
な
る
異
本
で
無
い
事
も
す

で
に
述
べ
た
通
-
で
あ
る
.
I
に
根
本
的
な
材
料
を
提
供
し
た

も
の
で
'
明
代
蒙
古
史
研
究
上
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
重
要
文
献

た
る
事
は
今
更
賛
言
を
要
し
な
い
｡
然
し
表
書
は
極
め
て
稀
親

の
書
に

て
-
1
八
五
八
年
G
al
san
G
om
b
oef
が

P
etersb
u
rg

◎

に
て
刊
行
す
.
-
こ
の
事
の
利
用
は
仲
々
至
難
で
あ
る
.
然
し

車
に
し
て
前
掲
表
題
の
書
中
に
収
録
さ
れ
て
居
る
馬
に
-
本
刊

本
が
原
刊
本
と
相
常
の
差
異
あ
る
事
と
は
息
は
れ
る
が

-
取
敢
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え
ヂ
fJ
の
詩
文
を
畿
表
す
る
所
以
で
あ
る
O
こ
の
詩
文
が
蒙
古

史
研
究
者
の
1
助
と
も
な
ら
ば
諜
者
の
車
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の

は
無
い
.
倫
本
書
の
地
名
人
名
の
課
字
は
'
そ
の
昔
に
差
異
な
き
限

-
'
蒙
盲
庶
流
の
諸
事
を
用
ひ
'
然
ら
ざ
る
時
は
括
弧
内

に
記
す
｡

註
①
◎

L
aufer;

OEerk
M
on
g
o
lskoi
titeratu
ry
,
(
P
,47〕

参
照

詩
文
(
第

一
回
)

尊
菩
薩
の
族
を

智
能
あ
る
上
帝
の
族
を

印
度
酉
蔵
よ

-

此
方
に
侍

へ
た
る
事
を

少
し
集
め

て述
べ
よ
う
｡

世
界
の
人
類
が
'
適
切
に
行
ふ
事
な
き
馬
に

金
悌
命
に

依
-
て
掲
恰
薩
喝
地
を

郡
蘭
調
節
蘭
盲
寛
徳
寛
森
と
宣

揚
せ
-
0

印
度
の
最
初
の
汗
は

M
aha
bF<am
adi汗
(
喝
恰
薩
喝
麹
蘭
伯
)

で
あ
ら
う
か
'
そ
の
子

U
jisgdteng
geret
tu
hag
an
(
憐
情
)

そ
の
子

B
uyantu
hagan
(喝
里
雅
嗣
汗
)
そ
の
子

T
etgi
in

asarakEi
hagan
(
鳥
特
博
恰
達
汗
)
そ
の
子

N
am
agi
h
Ghe

(
満
達
達
)
と
云
ふ

D
d
rben
lib
ie
jetek
Ei
attan
h
a
rttitti

h
gan
英
子

U
jisgdlengtti
gorban
ti
b
i
ejetekEi
m
un
g･

gun
h
urttitii
h
agan
英
子

M
asvi
U
3isg
E
en
gtil
hoy
af
tib

ejetekmi
yas
h
iirtiitu

h
agan
英
子

S
ain

U
jisg
n
lentii

n
igen
tib
i
ejelek伽i
tem
d
r
h
n
rtiitti
h
ag
an
英
子

T
egB
s

U
jisgi
itengtti
h
agan
JJ
れ
等
五
人
を

Z
ak
raw
ardi
h
agan

と
呼
ん
だ
｡

T
eg
ti
s
U
jisg
titeng
tu
h
agan
の
子
T
al
b
ik
伽i
h
ag
an
英

子

T
a]bin
bar
ik∝i
h
agan
其
子

弧<
igtini
h
agan
英
子

G
tiSi

h
a
gan
英
子

Y
ehe
G
tisi
h
agan
英
子

Sai
n.
U
jikSi
h
a
gan

で
あ
ら
う
か
O
喝
恰
薩
喝
姐
汗
の
金
族
か
ら
分
れ
た

G
erge

h
agan
英
子

S
ain
ttirtil
tti
hagan
JJ
の
汗
よ
-
漸
次
分
れ

た
諸
汗
の
最
後
の
汗
は

A
rsalan
o
hoEi
tu
h
agan
(墨
恰
恰

努
)
で
そ
の
子
は

A
ri
gun

idegetii
h
ag
an
(
蘇
都
連
約
)

くC
agan
idegetti
h
agan
(
碍
克
洛
達
約
)

T
angsok
idegea

h
agan
(多
産
諾
達
約
)
R
asiyan
idege昌

h
agan
(阿
智
哩

都
連
納
)
で
あ
る
｡

長
男

A
ri
g
u
n
id
egetu
h
agan
二
子
あ
り
'
長
男

B
u
rh
am

bak
眺i
(
薩
爾
斡
阿
蘭
塔
)
吹
月

t+TjisgGleng
tu
and
i
(
錫
姐

南
始
)
e
agan
idegetti
h
ag
an
の
二
子
'
長
男
は

N
asu
na

tegtilder
ilagak
だ
(
弛
霞
)
次
男

T
eg
us
sain
(
巴
麹
哩
喝
)o

T
an
gsok
ibegetti

hagan
の
二
子
あ
少
'
長
男
は

N
asuna
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tegtitder
y
eh
e
(
塔
恰
約
瑠
)
次
男

n
lか
1tirett辞
k
vci
(
阿
尼
魯

達
)
.
R
a
粥
i
y
an
ideget辞
hag
an
の
二
子
､長
男

D
iy
ad
at
(
徳

鞄
達
特
)

次
男
阿
南
達
で
あ
る
.

Sig
emi
ini
の
子

R
ahotiO

R
ahoh'
が
恰
と
な
っ
た
残
に

A
rig
dn
idegetti
hagan
の
族

は
絶
え
た
が
'
多
-
の
兜
に
絶
え
た
る
事
無
し
と
云
ふ
｡
樺
迦

卑
屈
､
R
ah
oti
と
云
ふ
も
の
t
A
rig

un
idegetti汗
が
軽
索
に

入
っ
て
千
飴
年
に
成
っ
て
後
'
璃
恰

薩
堀
麹
汗
の
金
浜
か
ち
'

東
方
等
あ
る
山
腹
に
興
っ
た
事
情
は
'
斯
-
の
如
-
で
あ
ら
う

か
.
印
度
の
喝
噂
達
園
の

fJtis
ete
hagan
の
子

S
ar
baと
名

附
-
る
可
汗
に
五
千
あ
-
｡
末
子
は
生
来
青
色
の
毛
あ
る
手
'

偏
平
な
足
を
し
て
居
少
'
目
は
下
か
ら
上
に
閉
ぢ
る
名
に
'
こ

れ
前
の
族
に
同
じ
か
ら
す
と
言
っ
て
'
銅
の
箱
に
入
れ
て
恒
河

に
投
入
れ
た
｡
B
ab
o(N
epat)
西
戎
の
両
地
の
間
に
､
西
織
の

老
爺
が
河
の
連
か
ら
'
こ
の
箱
を
得
て
開
け
て
見
れ
ば
'

一
人

の
み
め
書
き
子
供
あ
り
'
取
っ
て
養
っ
て
十
六
歳
と
な
っ
た
時

地
の
高
き
書
き
を
捜
し
て
t
等
あ
る
善
布
山
の
四
屋
の
地
を
想

起
し
て
'
〔
そ
こ
に
〕家
を
潜
ま
ん
と
乗
る
途
に
､
西
蔵
の
人
出

合
っ
て
'
｢
何
廃
か
ら
爽
た
人
で
あ
る
か
｣
と
尋
ね
た
所
'
上
方

を
指
し
示
し
た
｡
西
戎
の
人
云
ふ
に

｢
こ
の
子
は
天
命
あ
る
も

の
で
あ
ら
う
か
｡
我
々
西
蔵
の
園
に
汗
が
無
い
｣
と
て
自
分
の

頚
に
載
せ
て
取
っ
て
行
っ
た
O
こ
れ
即
ち
西
戎
第

1
の

H
tij苧

g
tin
san
d
ali
tu
hagan
で
あ
ら
う
か
O
そ
の
子
E
rh
in

tologan

htim
dn
sandal
i
tu
hagan

英
子

H
ii
y
arb
o
S
ib
agu
n

sat)dali
tu
hagan
英
子

H
tiri
h
tiltik
g
al

b
o
tor
san
dal
i

tu
h
agan
英
子

H
tin
sd
b
in

m
.rin
san
d
ah
tu
hagaT
英

子

D
alai

stibin
al
tan
sandal
i

tu
hagan
で
あ
る
.
こ
の
汗

三
子
あ
-
'長
男
博
薙
暗
､次
子

S
ib
ag
u
cvi
(茸
持
)
末
子
布
爾

特
奔
諸
で
あ
ら
う
か
｡
彼
等
の
間
が
う
ま
-
行
か
な
-
て
'
布

蘭
特
弊
謀
は
'
北
方
騰
晋
斯
波
を
渡
っ
て
t

Jet
の
地
に
来
た

,っ
て
'
夫
な
き
郭
斡
喝
蜘
勤
と
呼
ぶ
娘
を
取
っ
て
妻
と
な
し
t

Jet
の
地
に
家
を
営
ん
で
住
み
'
蒙
古
部
族
と
な
っ
た
｡

布
蘭
特
奔
諸
の
子

B
atai
L

X
agan
(必
塔
察
干
し
そ
の
子

T
em
B
jin(特
黒
徹
克
､
欝

馬

察
｡

1
emi
ijin
は
警

ら
ん
)

そ
の
子
和
哩
察
晃
簾
兇
干
'
其
子
阿
国
済
木
博
郭
畷
勤
其
子
薩

里
喝
勤
済
固
英
子

yehe
nid
o
n
(
尾
格
局
数
)
英
子
薩
木
蘇
奔

英
子

S
ali
h
alEahu
(恰
署

雷

､
蛸

合
呂

,本
文

Sa言

誤
な
ら
ん
)英
子
博
蘭
済
音
義
墨
蘭
根
英
子
T
orgaljin
b
ayan

(
都
剰
勤
津
巴
延
)
こ
の
人
の
妻
は
博
畷
克
沌
郭
革
で
あ
る
0

蒙
古
諸
汗
の
最
上
は
第

7
の
成
青
息
汗
で
あ
る
.
そ
の
子
諾

格
徳
俵
そ
の
弟

H
Otiik
hagan
(H
tiltik
は

htiydk
の
誤
､
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庫
裕
庫
汗
は
太
宗
の
子
､
弟
に
非
や
)
其
弟

M
tingge
hagan

(
蒙
苛
汗
は
抱
雷
の
子
定
宗
の
弟
と
な
す
は
誤
)其
弟
忽
必
烈
汗

そ
の
弟

U
ljei-tihaga
n〔特
穆
爾
'
殿
本
は
謂
勤
哲
衣
に
作
る

成
宗
は
世
組
の
孫
也
)
英
子

H
tilhik
hagan
(
海
桑
厳
木
は
庫

魯
寛
に
作
る
'
順
宗
の
子
)
そ
の
子

B
u
y
antu
hag
an
阿
裕

蘭
巴
里
巴
特
嚇
汗
.
殿
本
作
布
延
淘
汗
｡
仁
宗
は
武
宗
の
弟
'

子
と
残
す
は
誤
)
英
子

G
egen
hagan
(環
始
巴
桂
.
殿
本
作

格
根
汗
O
英
宗
な
-
)

其
子
伊
壌
特
穆
蘭
汗

(
顛
宗
の
子
に
し

て
英
宗
の
子
に
非
ず
)
彼
の
後
に

lay
ag
aE

h
ag
an
(
托
克
特

穆
爾
o
殿
本
作
癖
雅
喝
樹
汗
)
彼
の
後
に

tlo
toktu
hagan

(
和
錫
捜
'
殿
本
作
琳
弊
必
柄
汗
)
そ
の
後
に

IrSamat
h
ag
an

(額
琳
沌
巴
勤
)
そ
の
後
に

U
hagatu
hagan
(
托
欺
特
穆
蘭
島

恰
葛
園
汗
)
英
子

B
itik
tu
hagan
(
阿
裕
錫
哩
連
射
汗
)
そ

の
子

O
s
hal
h
ag
an
(
特
盲
斯
特
鐘
蘭
汗
)
そ
の
子

JorJ.ktu

hagan
(恩
克
卓
里
克
圃
汗
)英
子

E
lb
ek
hagan
(額
勤
伯
克

秤
)
で
あ
る
｡
其
後
衛
剰
特
の
巴
陶
枕
丞
相
が
蒙
古
の
大
洗
を

取
っ
た
O
其
後

T
og
o
gan
hagan
(
瑞
特
接
衝
)
O
lo
i
tem
d
r

h
ag
an

(額
勤
錐
特
穆
蘭
)
D
etbek
hagan

(徳
勤
伯
克
汗
)

U
y
aratai
h
ag
an
(
額
色
庫
汗
)

A

t

ai

hagan
(
阿
岱
汗
)
あ
り
'

彼
の
後
家
盲
の
大
銃
を
衛
嚇
特
の
托
歓
太
師
が
取
っ
た
｡
そ
の

後
岱
紙
汗
あ
-
.
再
蒙
古
の
大
銃
を
衛
嚇
特
の
額
森
太
師
が
放

っ
た
o
其
後

M
ah
a
htirgis
h
aga
n
(鳥
珂
寛
固
汗
)
M
olo
n

hag
an
(
摩
倫
汗
)
M

antog
u
ti
h
ag
an
(満
都
盲
動
汗
)
B
ayan

mi
in
g
ge
bolh
u
j70n
On
g
(
巴
延
蒙
蒐
博
勤
呼
番
兵
)
あ
-
'
そ

の
子

B
a
tu
mi
h
g
ge

sain.
tayu
n
h
ag
an(
巴
固
蒙
寛
郎
達
薙

汁
)
あ
り
'
其
後
甥
な
る

B
od
ial
al
=
hagan
(
博
弛
阿
牲
克

汁
)
子
な
る

D
a
raisu
r)g
h
iite
ng
h
agan
(
達
賓
連
座
登
汗
)

あ
-
｡

其
後

B
ars
u
b
olot
jin
on
g
(
巴
蘭
斯
博
羅
特
済
農
)
の

子

G
e
gen
al
t
an
h
a
gan
(
阿
敬
淵
lr.t
)
T
tim
en
j
asak
tu

h
ag
an
(
同
朋
汗
)
B
u
y
an
se&
n
hagan
(
布
延
汗
)
S
engge

te
m
a
r

ttig
G
ren
g
h
ag
an

(
伶
格
都
古
楊
特
穆
爾
)

そ
の
子

Stim
i
r

m
ergen
taiji
(
蘇
密
爾
岱
青
)
そ
の
子
達
税
剰
癖
の
化

身
yuntan
ja
m
su
(蕗
丹
札
木
素
)
め
-
.
そ
の
後

B
u
yan

semen
hagan
あ
-
'
そ
の
子

m
angh
ok
m
ergen
taiji
(罪

和
克
基
音
)
'
英
子
窺
丹
胡
土
克
固
汗

そ
の
子
額
蘭
克
洪
果
爾

台
童

子

ab
k
aiEin
wang
(舶
史
阿
布
鼎
聖

,
ab
k
ai
は

秩
)
そ
の
言

u
rn
ai
8in
w
an
g
(雛
史

布
爾
尼
親
王
)
雷

て

(凡
て
〕
四
十
二
代
.
(
瑚
諸

賢

S
祁
髭

篭

軸
聖

)

多
斡
索
和
爾
'
多
博
墨
爾
根
二
人
の
子
供
あ
り
｡
多
斡
索
和

蘭
の
額
の
最
中
に
山
つ
の
日
あ
カ
'
三
姑
の
地
を
見
る
事
が
出
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乗
る
.
T
a3ir.

botO
二
頚
の
馬
を
有
っ
て
居
た
O
多
斡
東
和

商
量

多
博
墨
爾
根
を
連
れ
て
布
蘭
干
山
(
蛸
不
晃
寧
)
の
吉

登
っ
て
屠
る
時
,
推
朗
唱
噂
始
か
ら
適
格
憲

呼
噌
警

欝

格
裂
寛
解
嘱
琴
)
を
下
っ
て
'

】
つ
の
遊
牧
民
が
禿
る
の
を
'

多
斡
索
和
蘭
が
見
て
'
弟
多
博
墨
蘭
根
に
云
ふ
の
に
､｢
あ
の
進

ん
で
乗
る
遊
牧
民
の
革
の
中
に
1
人
の
娘
が
乗
っ
て
居
る
.
そ

の
娘
の
光
は
こ
1
か
ら
見
え
る
｣
と
云
っ
た
の
で
'
弟
は
行
っ

て
見
れ
ば
'
虞
に
一
人
の
娘
が
居
た
の
で
､
多
博
墨
菌
根
は
其

娘
か
ら
尋
ね
て
'
｢
弟
は
何
れ
の
民
か
｣
と
云
ふ
に
'
彼
娘
日
-

｢
我
等
は
土
獣
特
の

H
o
roltai
m
ergen
(
郭
哩
岱
墨
爾
根
)
の

巴
劇
郭
沌
郭
讐

蛸
巴
兄
忽
虞
裕
阿
)
か
ら
阿
哩
克
鳥
速
の
達

に
生
れ
た
阿
輪
郭
斡

(
蛸
阿
蘭
裕
阿
)
と
名
附
-
る
娘
で
私
は

あ
る
O
｣
と
答

へ
た
の
で
'
多
博
墨
爾
根
は
彼
女
を
要
っ
て
妻
と

な
し
'
後
二
人
の
子
を
持
っ
た
o
長
男
は
不
固
塔
略
言
次
男

B
.
h
.cYi
Sal=i
(
博
薩
多
克
勤
務
固
･
蛸
不
合
禿
撒
勤
只
.

以
上

二
人
は
父
の
死
後
生
れ
た
る
も
の
に
て
本
書
に
生
前
の
出
生
と

鍔
は
轟
で
あ
る
)
B
o
h
oEi
sual以i
は

軒
la
+g
u
t
(
薩
教
卓
特
)

姓
と
な
-
不
固
吟
塔
昔
は

H
atagi
t
(
吟
塔
錦
)
姓
と
な
っ
た
.

多
博
墨
蘭
根
身
残
し
て
後
､
妻
阿
輪
郭
幹
は
夫
無
し
に
在
-
な

が
ら
･
B
ikder
(
伯
糞
徳
俵
蛸
雷

警

B
i
kderと
零
す
は

後
の
成
青
息
汗
の
兄
弟
の

B
ikderと
誤
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
)

伯
勤
格
特
依

(
蛸
別
勤
盲
誓

.
以
上
二
人
笠

嘉

の
子
で

あ
る
)
学
端
察
晃

(
蛸
李
端
察
晃
蒙
合
黒
)
と
名
附
-
る
三
人

の
子
を
生
ん
だ
.
こ
れ
に
封
し
て
不
固
恰
塔
晋

B
o
ho
ci

sual
mi

二
人

(茸
は
此
二
人
に
非
す
し
て
伯
勤
格
特
使
伯
褒
徳
俵
の
二

人
)
で
舞
を
生
じ
て
'
秘
か
に
諭
ず
る
に

｢
我
々
の
こ
の
近
-

に
人
無
-
し
て
こ
の
子
は
誰
の
で
あ
る
か
｣
と
言
っ
て
居
る
の

を
'
母
阿
輪
郭
斡
知
っ
て
云
ふ
に

｢
お
前
等
二
人
の
子
よ
､
私

を
疑
ふ
の
は
汝
の
道
理
あ
-
O
｣
と
云
つ
て
'
二
人
の
子
供
に
'

一
個
づ
1

の
節
を
輿

へ
た
｡
〔
二
人
は
〕直
に
一
本
の
矢
を
折
っ

た
後
で
五
本
の
矢
を
輿

へ
る
に
'
折
る
事
が
出
禿
な
か
っ
た
故

に
'
阿
輪
郭
帝
が
云
ふ
の
に

｢
お
前
等
五
人
で
合
す
れ
ば
'
力

こ
れ
に
同
じ
-
梶
-
な
る
｡
こ
の
三
人
を
得
る
時
に
は
'
暗
夜

薫
き
光
の
子
と
な
っ
て
入
っ
て
釆
た
｡
童
は
光
明
-
輝
い
て
'

私
の
腹
を
撫
で
1

'
出
て
行
-
時
に
は
､
貴
い
禿
げ
た
犬
と
な

っ
て
'
自
分
の
舌
'
口
を
嘗
め
な
が
ら
出
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ

に
由
っ
て
息
ふ
に
'
天
の
彼
方
か
ら
命
あ
っ
て
乗
る
子
で
あ
ら

う
と
'
私
は
考
へ
る
｡
｣
と
云
っ
た
｡

兄
弟
先
人
で
遺
産
の
分
け
前
を
謀
-
受
け
る
時
に
'
李
靖
察

鬼
に
背
中
に
癒
あ
る
t
H
o
tong
sirholiな
る
馬
を
輿
ふ
る
に
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学
靖
察
見
目
は
-
'｢
死
な
う
と
如
何
な
ら
う
と
天
命
だ
｡
｣
と
言

っ
て
･
部
諾
江

(
蛸
斡
難
)
姦

っ
て
行
っ
た
｡

狼
が
牝
鹿
を

蜂
の
穴
に
置
し
て
居
る
の
を
見
て
､
窮
に
近
づ
い
て
射
殺
し
て

そ
の
肉
で
糧
食
を
作
っ
て
暮
し
た
｡
こ
の
郭
諾
江
の
瀕
に
､
草

の
竜
の
家
を
建
て
1

住
む
中
に
'
衣
色
鷹
が
野
難
を
輔
へ
て
居

わ
な

る
の
を
見
て
'
馬
の
尾
の
賓
で
輔

へ
て
'
野
難
を
放
っ
て
や
っ

た
｡
啄
商
略
江
を
下
の
方
に
'
鷹
を
放
っ
て
行
-
に
1
部
族
あ

-
､即
ち
そ
こ
に
馬
乳
を
飲
ん
で
行
っ
た
O
後
に
彼
の
兄
B
ik
d
er

(
-
)

は
郡
諾
江
を
上
っ
て

｢
我
々
の
1
人
の
弟
が
行
っ
て
し

ま
っ
た
｡
死
ん
だ
か
否
か
｣
と
尋
ね
て
乗
る
中
に
､
こ
の
部
族

に
到
っ
た
o
｢
こ
･̂

に
一
斉
駒
を
持
っ
た
子
供
を
見
な
い
か
｣
と

尋
ね
た
時
に
'
こ
の
部
族
の
人
が
云
ふ
の
に

｢
こ
1
に
一
人
の

子
供
が
居
る
｡

7
黄
駒
を
持
っ
て
居
-
'

1
羽
の
黄
鷹

が
居

る
｡
毎
日
馬
乳
を
食
べ
て
暮
し
て
居
る
｡
汝
彼
方
此
方
と
捜
す

勿
れ
｡
こ
1
に
待
っ
て
居
れ
tL
と
言
っ
た
｡
そ
の
中
に
正
午
の

頃
等
な
-
し
て
'
雨
が
バ
ラ
く

と
降
っ
て
来
る
｡
こ
の
部
族

の
人
云
ふ
の
に

｢
汝
見
よ
'
そ
こ
に
は
も
う
近
づ
い
た
で
は
な

い
か
｣
と
言
ふ
問
に
'
久
し
か
ら
す
し
て
李
端
察
晃
は
そ
こ
に

到
着
し
て
乗
た
.
李
端
察
晃
は
鳥
を
取
っ
た
羽
を

(
取
っ
た
鳥

の
羽
を
の
意
)
風
の
健
に
即
諾
江
を
下
の
方
に
'
鳥
の
羽
の
雨

を
降
ら
し
雪
の
如
-
飛
散
さ
せ
た
｡
そ
こ
で
兄
弟
二
人
で
出
合

っ
て
､

1
緒
に
掃
っ
て
禿
た
｡
掃
っ
て
乗
る
時
'
李
端
察
鬼
は

兄

B
ikd
er
(
C1･)

に
云
ふ
の
に

｢
人
に
は
長
あ
-
'
衣
服
に

は
襟
あ
-
と
言
ふ
o
我
々
は
こ
の
部
族
を
討
た
う
｣
と
云
ふ
に

兄
は

｢
我
々
兄
弟
は
家
に
障
っ
て
相
談
し
よ
う
｡
｣
と
云
つ
て
家

に
締
る
や
'
兄
に
話
し
て
'
兄
弟
五
人
で
相
談
し
て
'
達
に
其

の
部
族
を
討
っ
て
取
っ
た
時
に
'
李
靖
察
晃
は
妊
娠
せ
る
娘
を

淀

へ
て
取
っ
た
O

李
塘
察
兄
の
子

H
ab
imi
h
tiltik

(
恰
必
斉

巴
固
蘭
)
そ
の
子
井
星
呼
爾
多
克
申
｡
(蛸
伯
升
解
児
童

申
に

作
-
港
都
の
子
と
す
)
そ
の
子

T
o
m
bihai
semen
(
托
木
巴

該
蒔
挿
)
そ
の
子
吟
布
教
汗
そ
の
子
巴
商
連
不
巴
囲
爾
そ
の
手

伊
蘇
凱
巴
蔑

(
蛸
世
速
該
巴
阿
禿
兄
)

伊
辞
凱
巴
固
蘭
は
t
D
aritai
uBuhun
二
人
の
弟
(
こ
れ

7

人
の
名
に
し
て
二
人
に
非
ず
'
連
哩
岱
諾
済
錦
)
を
連
れ
て
猛

に
行
っ
て
る
間
に
'
｣
天
馬
が
突
然
ビ
ュ
ー
と
隠
れ
た
｡
却
っ

て
7
婦
人
が
そ
こ
に
小
便
し
て
あ
っ
た
.
彼
等
は
革
の
轍
を
つ

け
て
行
っ
て
'
伊
蘇
軌
は
自
分
の
弟
に

｢
こ
の
女
か
ら
撃
い
子

供
が
生
れ
る
だ
ら
う
｡
｣
と
言
っ
て
'
串
の
轍
を
つ
け
て
行
-
中

に
,
岱
帝
都
特

(
蛸
泰
赤
冗
暢
)
の
男

e
iratu
(伊
克
帝
埼
淘

塔
々
鬼
部
の
人
と
す
｡
秘
史
は
也
客
赤
列
都
メ
ル
キ
ト
部
の
人
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と
す
O
)

妻

U
gel
ene
he
(鳥
格
楊
富

､蛸
討
額
倉
歪

)を
,

郡
勤
郭
諾
特
の

ttirg
tim

の
地
か
ら
連
れ
て
障
る
所
で
あ
る
O

追
い
つ
い
て
'
伊
蘇
軌
は
二
人
の
弟
に
云
ふ
に

｢
こ
の
人
を
討

た
う
｣
と
云
ふ
問
に
'
鳥
格
楊
恰
屯
は
'
自
分
の
夫
に
云
ふ
の

に
｢
汝
知
る
か
｡
T
oh
ar
(
-
)
の
三
人
の
子
供
の
性
悪
し
｡
汝

締
れ
｣
と
着
て
居
た
下
着
を
解
き
て
輿

へ
る
中
に
､
兄
弟
三
人

で
手
を
下
し
て
討
っ
た
.
轡
埼
陶
を
'
三
つ
の
河
を
渡
る
ま
で
､

三
つ
の
岡
を
越
す
ま
で
迫
っ
て
'
迫
附
か
な
か
っ
た
馬
に
'
伊

蘇
軌
は
鳥
格
梯
恰
屯
を
奪
っ
て
穿
っ
て
取
っ
て
'
象
に
締
っ
て

行
-
時
に
'
鳥
格
楊
吟
唱
泣
い
て
行
-
に
'
達
哩
岱
謂
済
錦
云

ふ
に

｢
三
つ
の
河
を
渡
っ
た
｡
三
つ
の
岡
を
越
し
た
'
捜
さ
ん

と
し
て
も
跡
な
し
'
望
ま
ん
と
し
て
も
家
な
し
｡
涙
を
流
せ
ど

ち
(
泣
-
)
聞
ゆ
る
な
し
｣
と
云
へ
ば
'
こ
の
言
葉
を
鳥
格
楊
恰

屯
聞
い
て
'
や
つ
と
聾
な
-
行
っ
た
｡
鳥
格
模
､
伊
蘇
凱
の
家

に
到
っ
て
､長
男
特
穆
津
を
生
ん
だ
.
続
い
て
恰
薩
爾

H
a=uhu

(
恰

済
錦
)
uF
hu
(謂
楚
腎
)
等
三
人
を
生
ん
で
'
凡
て
四
人

の
子
が
あ
る
事
と
な
っ
た
｡

一
日
伊
蘇
凱
は
特
穆
津
を
つ
れ
て

母
方
の
伯
父
の
研
な
る
郡
勤
郭
諾
特
に
嫁
を
竣
し
て
や
ら
う
と

て
行
-
時
･
途
に

D
eis
e=en
岱
徹
炭
質

蒔
挿
)
は
･
(
彼

等
に
U
雪

て
尋
ね
る
に

｢
却
特

(
蛸
奇
牙
暢
)
本
家
の
博
爾

済
錦

(
蛸
学
兄
只
斤
)
姓
あ
る
親
家
と
子
息
･
汝
等
は
何
虚
に

行
-
か
｣
と
尋
ね
る
に
'
伊
蘇
凱
答
へ
て

｢
只
子
供
特
穆
津
を

郡
勤
郭
諾
特
に
導
い
て
行
-
｣
と
云
ふ
に
'
岱
徹
辰
些
石
ふ
｢
今

夜

7
羽
の
白
い
海
青
を
我
掌
に
振
る
夢
を
見
た
｡
夢
は
却
特
本

家
の
博
爾
済
錦
姓
あ
る
汝
等
の
き
兆
で
あ
る
と
云
つ
た
の
で
､

汝
等
我
家
に
行
け
.

我
完

爾
徳

(
蛸
学
兄
帖
)
と
名
附
-
る

九
歳
に
な
る

(
秘
史
十
歳
)
娘
あ
-
'
汝
の
子
に
輿

へ
よ
う
｡

昔
我
等
の
地
の
風
習
と
し
て
'
菜
し
い
娘
を
大
串

(hasak

terg
e)
に
乗
せ
て
'
黒
い
牡
賂
乾
に
曳
か
せ
て
'
渇
き
汗
の
皇

后
と
な
す
例
で
あ
っ
た
｡
蒼
白
の
牡
絡
舵
に
曳
か
せ
て
高
い
高

い
床
の
上
に
塵
せ
し
め
て
'
園
の
主
と
な
す
例
で
あ
っ
た
ぞ
｡
｣

と
云
つ
た
の
で
'
伊
蘇
凱
は
喝
-
子
供
を
'
岱
徹
辰
に
7
封
の

･P

属
と
共
に
残
し
て
置
い
た
O
去
る
に
臨
ん
で

｢
私
の
子
供
は
犬

か
ら
(
吃
)憶
病
で
あ
る
｡
陳
ん
で
可
愛
が
っ
て
暮
せ
｡
｣
と
云
つ

て
掃
っ
た
｡
返
る
蓬
に
塔
塔
晃
の
民
に
立
寄
っ
て
'
丁
度
集
っ

て
宴
し
て
居
る
の
に
｢
行
き
通
は
し
て
｣
伊
蘇
凱
が
思
ふ
に

｢
恐

る
べ
き
民
だ
｡
如
何
に
し
て
隠
れ
て
行
か
う
か
｣
と
'
出
来
な

S
で
居
る
問
に

〔塔
々
鬼
の
民
は
〕
食
物
に
毒
を
混
じ
て
輿

へ

た
｡
伊
蘇
凱
は
嬉
し
-
巳
が
家
に
締
っ
た
｡
直
に

M
an
g
-ik

(
葬
古
里
克
)
を
探
し
て
来
て
云
ふ
の
に
'
｢
恐
る
べ
き
民
に
立
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寄
っ
て
行
-
に
'
味
書
き
食
物
に
毒
を
混
じ
て
輿

へ
た
｡
鶴
晋

嚇
特

(
蛸
璽

口蜘
特
｣
の
岱
徹
辰
に
･
琴
子
特
稜
津
姦

し
て

泣
い
て
来
た
.
早
-
行
っ
て
連
れ
て
釆
い
｣
と
云
っ
た
｡
葬
盲

里
寛
は
､
馬
を
騒
け
て
行
っ
て
､特
務
津
を
つ
れ
て
禿
る
前
に
'

伊
蘇
軌
は
崩
じ
た
｡

(
第

一
回
完
了
)

赤

峰

先
史

時

代

道

政

の
馨

掘

赤
峰
の
牽
掘
は
東
亜
考
古
拳
骨
の
も
と
に
'
我
が
清
田
博
士
を
首
班
と
し
て
'
数
名
の
専
門
畢
徒
に
採
っ
て
'
去
る
五
月
末
よ

-
約

7
ケ
月
間
に
亘
っ
て
行
は
れ
た
.
其
の
場
所
は
内
蒙
古
赤
峰
の
紅
山

(
ウ
ラ
ン
ハ
ダ
)
と
稀
す
る
高
嘉
で
あ
る
0
此
の
地
の

遺
蛍
に
就
い
て
は
既
に
二
三
の
邦
人
や
俳
図
の
リ
サ
ン
師
な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
部
'
畢
術
的
な
調
査
は
今

回
初
め
て
行
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡

覚
づ
牽
擬
さ
れ
た
多
数
の
墳
墓
は
花
嵩
岩
を
用
ひ
て
'
簡
単
な
石
棺
を
作
-
'
中
に
死
者
の
遺
骸
が
伸
展
葬
に
よ
っ
て
納
め
ら

れ
て
居
る
｡
独
副
葬
品
と
し
て
は
'
土
器
類

･
有
孔
石
斧

･
骨
鋲

･
鋼
鉄
等
の
利
券
'
或
は
小
玉
の
如
き
装
飾
品
を
含
ん
で
居
る

が
'
其
の
内
容
は
貧
窮
で
あ
る
｡
然
し
､
高
形
土
器
や
有
孔
石
斧
の
如
き
特
色
あ
る
器
物
の
存
在
が
注
意
さ
れ
'
叉
金
巌
器
な
ど

の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
t
JJ.の
遺
曙
が
金
石
併
用
期
に
廃
し
て
居
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
.

こ
の
他
'
墳
墓
以
外
の
地
に
於
て
は
細
石
器
及
び
土
韓
の
類
が
採
集
さ
れ
､
こ
の
土
器
類
に
は
赤
の
上
に
黒
或
は
褐
色
を
以
っ

て
彩
色
し
た
所
謂
彩
色
土
器
も
含
ま
れ
て
居
-
'
石
器
時
代
に
於
け
る
こ
の
地
と
甘
藷
地
方
の
関
係
の
探
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

居
る
｡
借
て
'
細
石
器
使
用
の
人
種
と
墳
墓
営
造
の
人
種
と
の
関
係
に
就
い
て
未
だ
不
明
で
は
あ
る
が
'
墳
墓
営
造
の
人
種
は
支
部
の

文
献
に
見
ゆ
る
鳥
桓
鮮
卑
な
ど
と
栴
す
る
東
胡
民
族
に
屠
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
居
る
.
狗
右
の
発
掘
に
関
し
て

は
二
月
大
夏
期
講
習
倉
に
於
て
'
喜
田
博
士
が

｢熱
河
の
族
と
赤
峰
の
畿
掘
｣
と
題
し
て
幻
燈
を
用
ひ
特
別
講
演
を
さ
れ
た
｡

(
小

野

記
)
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